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基礎構造物の設計と施工 ―歴史から最新の事例まで― 

構造物の設計において地盤は与条件となりますが，地盤調査で得られる情報はほんの一部であり，相当の条件

を仮定して設計を行う必要があります。地盤中にあって構造物を支持する基礎の構造方法はさまざまで，小規模

な建築物のべた基礎や布基礎をはじめとして，中規模以上の構造物で一般的な杭基礎，さらに港湾，橋梁などの

土木構造物ではケーソンや深礎といった大規模な形式も採用されています。これらはいずれも上部構造に作用す

る荷重及び外力を安全に地盤に伝え，かつ，地盤の沈下又は変形に対して構造耐力上安全なものとする（建築基

準法ではこのように要求性能を表現しています）ため，古くは経験的に，そして技術的知見の蓄積を経て，対象

とする構造物や地質のそれぞれの力学的特性や設計・施工上の問題点を考慮し，多様な状況に応じた設計を可能

としてきました。こうした設計基準の合理化・高度化が現在も続いている一方で，高度経済成長期に整備された

基礎は建設後50年以上経過しており，材料としての経年劣化や損傷，その進行度合いの評価を可能とする基礎の

健全度の計測・評価手法も研究開発が急がれています。 

本号では，このような背景から，「基礎構造物の設計と施工－歴史から最新の事例まで－」と題し，基礎構造物

の設計・施工技術に関する最新の状況から維持管理，再利用まで広く紹介する特集テーマを企画致しました。全

７編のうち総説を含む５編は，主として土木構造物を対象として，これまでの歴史や維持管理，施工と一体の設

計法といった技術動向について示されています。さらに，建築基礎に関する論説と報告の２編として，近年都市

部で問題になりつつある既設構造物の撤去後の杭（既存杭）の取り扱いや再利用に加え，比較的新しい設計技術

であるパイルド・ラフトの検討事例が示されています。 

本特集が皆様の実務の参考となり，また社会にとって有益なものとなることを願っています。 
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